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　　著者は現在までに種々の日射条件下におけるジュウシマツＵｒｏｌｏｎｃｈａ ｄｍｎｅｓtｉｃａの産卵時刻の
　観察を行なってきた．
　　自然条件下における産卵は，日の出の早い夏期には早くおこり，また日の出の遅い冬期には産卵
　時刻も日の出の遅延に応じて遅れることが明らかとなり，同一馬においても季節により，産卵に約
　１時間30分の時刻差のあることを知った（増田:1962).
　　つづいて著者は前報告の観察結果より，ジュウシマツにおいては，産卵時刻の決定にその朝の日
　の出時刻が密接な関係をもつものであろうとの推察のもとに，実験的にいわゆる“日の出時刻”を
゛変更し，それにともなう産卵時刻の変動及び連続２卵の産卵間隔を観察した．その結果ジュウシマ
　ツは連続的に，あるいは周期的に，あるいはまた不規則に“日の出”を点灯処丁里等により早めてや
　れば，一定の範囲内において産卵時刻を早めることが可能であり，また逆に暗幕操作等により“日
　の出”を遅らせてやれば，これまた一定の範囲内で遅らせ得ることが明白となった．即ち，ジュウ
　シマツはある程度産卵時刻を人為的に制御出来るわけである（増田:1963 a， b）.
　　いま自然条件下におけるジュウシマツの１腹（ｏｎｅ clutch)各卵の産卵間隔は約24時間であるこ
　とが観察の結果判明したが，これはそれぞれの朝の日の出,時刻の間隔か約24時間であることに支配
　されていると考えられ（増田:1962).人為的にc‘日の出”を早め，あるいは遅らせて，“日の出時
　刻”の間隔を変動する実験を試み，その結果“日の出”間隔が短かくなれば連産時の産卵間隔も短
　縮し，逆に“日の出”間隔が24時間以上に延長された場合には産卵間隔もそれに応じて遅延しだ．
　　しかしこの場合，〔1〕“日の出”の間隔をある一定以下に短縮しても，産卵間隔はある一定時間
　以下に短縮させることは不可能であるし，〔2〕また逆に“日の出”間隔を一定時間以上に延長する
　と，これまた一定時間以上に産卵を遅延させることも不可能であり，次の゛“日の出”の到来せぬ暗
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時に産卵が誘起されている．
　以上の結果より，著者はジュウシマツの産卵時刻の変動ならびに連産時産卵間隔の変動許容範囲
について以下の如き仮説をたてた．
　　連産時の産卵間隔…………Ａ十α時間
ただし，Ａは卵の排卵後卵管内通過に要する最低所要時間（一定･‥
卵の卵管末端部(Uterusおよびｖａがｎａ）における滞留許容時間
６時間33分）．
･約20時間35分)．αは
(可変………O IIﾘj｀澗j～約
　この仮説より，上述の〔1〕の場合の産卵間隔はＡ時間よりは短かくできず，また〔2〕の場合の如
く，翌朝の“日の出”がＡ十α時間（αは最大）以降にあれば，産卵予定卵は卵管内における滞留
許容時間をこえることはできず，鳥はＡ＋α時間（αは最大）後の暗黒時（“日の出”前）に産卵を
行なう．
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　いま実験的に，産卵に到るまでの最短時間であるＡ時間毎に道統的に，周期的に“日の出”を到
来させれば一一-一結果的には１日の長さか24時間よりはるかに短縮されるー一産卵間隔もほぽＡ時間
毎になるものと思われる．またＡ十α（最大）時間の間隔で日･の出”が起るようにすれば-１
日の長さが24峙間より長くなる一一産卵もまた約Ａ十α（最大）時間毎に誘発されるものと考えら
れる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　水銀文においては，前報［］963b)にて一部予報しておいた
　　Ａ……約20時間35分　　　　　　　　　　　　.「
　　α……O ll#l°:M't～約６時間33分
の時間値をもととして，上述の考えにもとづき，以下の雛き実験隣察を試みた.
　（1）逐日24時間以内で“日のll満潮”の到来を起,こさせる実験.
　（2）辿日24時間以上で町｛の出時刻”の到来を起こさ甘る実験．
　これらの実験群においては，産卵が実験的１日長”に支配されほぽ一定時間毎に誘発され，結
果的には自然条ｲ牛下における１腹卵One clutch の雌卵周期Laying rhythmよりも短縮，あるい
は延長されるか否かにつき観察を行なった．換言すれば１腹卵の産卵率が正常時の場合の１日１個
　Ｕegg/1.0 day)が，実験により１日以内に１卵(1 egg/0.…day)一一極端な例では３日間に４
卵とか，４日間に５卵とかｰ，あるいは１日以上に１卵（１ egg/レ■･day) 例えば４日間に３
卵とか，５日間に４卵とかｰを産卵させることか可能であるか否かを観察した．更に，
　（3）これらの実験に関辿して得られたdataよりＡ及びαの時間算定を行なった．
　本文に入るに先立ち，時間測定装置の改良，作製に御ぬ力願った高知県立高岡高等学校教諭藤平
尚士氏に深甚の謝意を表す．また実験鳥の飼育管理ならびに産卵時刻測定に援助を頂いた当教室の
橋口義久，中尾勲，岡野香の各君に感謝の意を表する次第である.｀
　　　　　　　　　　　　　　　　　材　料　及　びj方’･法
　当教室にて採卵・孵化させ飼育した成熟ジュウシマツ　Ｕｒｏｌｏｎｃｈａ ｄｏｍｅｓ£ｉｃａ（孵化後７ヶ月～
2.5年）を雌雄１番とし飼育箱に収容した．飼育法ならびに産卵時刻の測定法は特殊例を除いては
前報（増田:1962)と同一であり，産卵時刻の記録紙上の読取りは５分単位で行なった．実験上の
いわゆる“夜間”（暗黒時）は.昼間においては電動二重暗幕による遮光を行ない，これらの開閉
はタイムスウイッチに連動させておいた．昼間における暗幕遮閉による急激な“夜間”暗時の到来
は，往々にして実験馬が巣内に入ることが出来ず巣外に産卵し，産卵記録の得られないことがある
故，この事故を防止することと自然薄暮の状態に幾分でも似通わせるため, Bimetal利用の遅延ス
ウイッチを用い一定時間（約15分内外）の半暗期をつくIりだした．
　また，実験上の“昼間”（明時）は，昼間においては太陽光を，また夜間においては飼育箱前方
約１～1.5 mの位置の螢光灯及び白熱電球の併用による照明を行なった．
　なお目長の変更の飛沫に及ぼす影響を判断する一手段として，実験開始前，実験中，実験終了後
沫ｍを測定し，特に衰弱度の激しい個体は他の産卵中の新.鴎と交換した．
　本実験は1962年５月～９月■ 1962年12月～1963年３月．及び19.64年５月～９月に行なったもので
ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　･結　　果
　　　　　　　　　　　　　　　１　１日を24時間以下に短縮する実験
　緒論において既に述べた如く，１日を24時間よりも短かい“産卵に関する,仮説”の輸卵管内通過
に斐する時間Ａ，すなわち約20時間35分前後に短縮し，その場合，産卵時刻に変動が起るか否か，
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ならびにその場合の連産時の産卵間隔を追究してみた．
　本実験は下記の４群に分けて行った．
　　Ｓ－Ａ群：１日の長さを21時間とする（昼間ｎ時間・夜間10時間）……11－（10）－ｎ－（10）＊:
　　　7日間を実験上８日にする．
　　Ｓ－Ｂ群：１日長を20時間……11－（9）－11－（9）’:5日が実験上６日になる．
　　Ｓ一Ｃ群＊＊：１日長が19時間……10.5－（8.5）－10.5－（8.5）:4日が実験上５日になる．
　　Ｓ－Ｄ群：１日長を18時間……10－（8）－10－（8）:3日間か実験上４日間になる．
　　I A　産卵時刻の変動
　各実験群ともに期待した如く，正常の日の出時刻とは全く無関係に，午前・午後を問わず不定期
な時刻に産卵が誘発された．しかしこの産卵は，実験上のいわゆる“日の出時刻”に密接な関係を
もち単なる偶然ではなかった．
　Ｓ－Ａ群〔11－（10）－11－（10）〕:“仮説”の，Ａ，即ち20時間35分に一番近い21時間を１日の長
さとし，９番（つがい）の場を飼育した．
　全個体の総産卵139例の産卵時刻は，殆ど大多数のものが“日の出”後一定時間（30分～１時間
10分）のうちに集中記録された．自然群対照区の場に比較して，産卵率も特に変らず１腹３～５卵
　（４～５卵が多し）を連産するものが多かった．勿論単一卵を産むものもあった．
　Ｓ－Ｂ群〔ll-(9)-ll-(9)〕:　Ｓ－Ａ群と同一個体及び新しく実験に加えた12番，計21番を実
験に用いすこぺ全21番とも“日の出”後産卵し，Ｓ－Ａ群の場合同様産卵の周期は狂わされなかっ
た．本群においては同一日にいわゆる“日の出”が２回あった場合には早朝と深夜に２個の産卵の
みられる個体が多くあり，殊に多産であった．Ｓ・1 R, S･１１Ｒは２日間に３個の産卵がみられた．
　Ｓ－Ｃ群〔10.5－（8.5）－10.5－（8.5）〕:実験Ｓ－Ａ群，Ｓ－Ｂ群に用いた９番を更に木実験群
に使用した．
　前２群において，産卵はすべての場合必ずいわゆる“日の出”後一定時間のうちの“昼間”明時
に起ったが，本群にては個体により暗黒時に産卵するものがあった．この場合，第１卵は正常の場
合同様“日の出”後約１時間内外で産卵，第２卵ぱ日の出I”後更に産卵時刻が遅れ，第3, 4, 5
卵と順次遅れていき，時によっては第５卵が暗黒時，即ぢ日没”直後頃に産卵された．
　勿論，大多数の例は産卵が進むにつれて産卵時刻はおくれてはくるが，“夜間”（暗時）に産卵
の起ることはなかった．
　Ｓ－Ｄ群〔10－（8）－10－（8）〕:21番の実験場を用い，そのうち12番は長期に亘って観察を継続
した．本群は長期間の測定にもかかわらず産卵時刻の記録例が少なかった．換言すれば産卵率が他
の群に比して小であり，産卵のRhythmも乱調であり，なおその上に正常飼育の場合に比較して
連産例が僅少であった．この事実より，ジュウシマツの産卵現象に関しては，１日長が10－（8）－
10－（8で）計18時間であることは大きな影響を及ぼすものであろうと考えられる．
　本群の鳥もＳ－Ａ,Ｓ－Ｂ,Ｓ－Ｃ群同様，午前・午後の区別もなく産みつづけた．しかし前述３
実験群に比べて予想外の時刻における産卵か行なわれ，12番のうちただＳ・５Ｒのみが速産を行な
い，他の実験鳥は散発的に単一産卵を行なったのみである．この速産ならびに単産の場合も，いわ
ゆる“夜間”に産卵した例が多く，産卵記録全102例の約20％余が暗黒中にて産卵を起している．
上述の如く１日長が18時間になることは単に産卵率のみならず，産卵時刻にまで影響を及ぼし，暗
＊　11一回-11-ao)は昼間11時間，夜間10時間，１日を21時間に設定したことを示す．以下すべて同様な方
　法で時間を元した.
＊＊本群の場合，正常日数４日間（96時間）と実験日５日間（19時間X5 =95時間）の間に１時間の差があ
　るが，この１時間は適当に３日間に配分するようにした．
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黒中にて産卵が誘起される結果になった．現在まで万の著者の実験観察によれば，暗黒中にて産卵が
認められたのは，前報文(1963 a,b)にて述べた〔白の出時間を遅延させる実験〕の場合及び前述
のＳ－Ｃ屏のごく一部の例のみで，本実験群はこの実験と,は逆に〔日の出時間を早める実験〕に相
当するものでありながら暗時“夜間”に産卵しため.は奇現象である．しかしこれは後述する産卵間
隔より判断すれば納得がえられる．（論議の項を参照せよ）
　以上の４群の実験結果より，前報(1963 a,b)の如く単に“日.の出”を早めたり遅らせたりする
実験の場合のみでなく，１日を18～21時間に連続的に短縮しても，産卵時刻ぱ日の出I”時刻に応
じて午前・午後の区別なく自由に変更産卵させることが可能であり;産卵率は正常条件下にての飼
育の場合よりは低下するが，実験的に同一日に早朝Iと深夜の２卵，’あるいは２日間に３卵の産卵も
可能であった．
　　I B　産卵間隔の変動
　前報(1962, 1963 a,b)にて詳述した如く，ジュウシマツの産卵間隔ぱ日の出時刻”を調整す
ることにより，最短例17時間40分一平均約20時間35分（Ａ）～最長例30時間50分一平均約27時間
８分（Ａ十α）にすることか可能であった．しかしながら，これらのdataは凡で散発的に１日を
24時間以下に短縮したり，あるいは24時間以上.に延長したものであり，実験上“１日”を連続的
に，延長した際には産卵問隔が如何に変動するかにづいては不明であった．
　いまここにＳ－Ａ,Ｓ－Ｂ,Ｓ－Ｃ及びＳ－Ｄ群の産卵間隔の測定結果を示しておく．
　Ｓ－Ａ群〔11－（10）－11－（10）〕:　9番の139産卵例中連産時間記録の得られたのか44例であっ
た．この場合の産卵間隔は最短17時間55分，最長23時間10分，平均20時間19分であった．
　この時間値は，日長条件の21時問に近く，結果的比ＩＡ項で述べた如く自然対照区の場合と産卵
率に大差が無かった原因であると考えられる．なお本群において，いわゆる゛‘夜間”に産卵が誘起
されなかったのも同一理由によるものと考えられる．
　Ｓ－Ｂ群〔ｎ－（9）－11－（9）〕:21番の鳥が全観察期間中に161卵産卵し，そのうち28例の連産記
録が得られた．前群に比べて個体数の割に記録例が少ないか，これは特に１日長を20時間にしたと
いう理由によるよりも，同―馬による変化を追究する目的により扇群に用いた９番を再度実験に利
用した故，他群の場合よりも老鳥が多く混入した結果による．これは実験開始時の体ｍと実験中及
び実験終了後との休重に大きな差の無かったことよりも推測される．最長産卵間隔は21時間35分，
最短は16時間20分，平均19時間14分であった．Ｓ－Ａ群の場合伺様１日長20時間内の19時間14分で
連産を行なった故，特･に“夜間”での産卵が惹起されなかったものと考えられる．
　ｓ－Ｃ群〔10.5一C8.5)-10.5-C8.5)〕:観察期間中に９番の馬が67卵産卵し，うち17例の産卵
間隔の記録か得られ，平均時間は19時間52分であった（最長産卵間隔は22時間55分，最短は16時間
45分）．
　ＩＡ項にて述べだ夜則”産卵を行なった個体の産卵間隔時賜は平均20時間45分で，本群の他の
８番よりも平均時間が長かった故第５卵産卵が日没後”に誘起されたものと考えられる．ジュウ
シマツの産卵間隔は個体差が大である．（正常条件下においては大多数の個体は23時間45分～24時
間15分の間，平均24時間５分毎に産卵が起るが，１日長を短縮した場合には産卵間隔の変動は相当
大であった．勿論，産卵間隔の大であるものは如何なる１日長条件のもとでも大であり，逆に産卵
間隔の小さいものはいつも小であった．）　　　　’
　Ｓ－Ｄ群〔10－（8）－10－（8）〕:本群の産卵間隔は.，他の３実験群と全く異り奇妙なる結果を示
した. 2mにおいて観察期間中102例の産卵記録か得られたが，そのうち連産例は僅かＳ・５Ｒにお
ける７例にしかすぎず，それも産卵間隔は最短26時間Ｏ分，最長31時間35分の結果を示し，僅少例
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ではあるが間隔平均は約28時間20分程度となった．
　前述の各実験群は,丿日長21時間の場合20時間19分.20時間の場合19時間14分，19時間の場合19
時間52分の産卵間隔であり，ただ一部Ｓ－Ｃ群において，連産時第５卵が順次産卵時刻か繰り下っ
ていった結果いわゆる“昼間”に産卵出来ず“日没後”の暗時に産卵を行なったか，他の連産記録
はすべていわゆる゛‘第１日’‥第ｎ日”，“第ｍ日”,……と順次“昼間”をとびこすことなしに“第
１日”第１卵，“第Ｈ日”第２卵，“第Ⅲ日”.第３卵……，と産卵か行なわれた．しかるに本S-D
群の場合の述産時は，いわゆる“第１日の昼間”に第１卵，第2･卵を予測された第ｎ日の昼間”
に産卵せず，“第ｍ日の日の出前”（暗時）に産卵し，結果的に産卵間隔が極端に延長された結果と
なり，後述の実験ｎの１日の長さを24時間以上に延長した場合と近似的な産卵間隔時間を示した．
更に本実験群中ただ1.例の４個連産の場合，第１卵が“第１日昼間”に，第２卵が第Ⅲ日日の出
前”，第３卵が“第IV日日没直前”，第４卵ぱ第Ｖ日”を過し，“第V1日日の出後”と，最終第４
卵は実験上の“第V1日”に産卵し，１日長を短縮したにもかかわらず“V1日間”で６卵産卵せず４
卵を産卵した結果となった．
　　　　　　　　　　　　第１表　１日長を連続短縮した場合の産卵間隔の変動
実験群
S-A
S-B
s-c
S-D
１
日　長
　11－(10)－11－(10)
　11－(9)－11－(9)
10. 5-(8. 5)-10. 5-(8. 5)
　10－(8)－10－(8)
(時間)
-
　21
　20
　19
　18
実験鳥
　(番)
??
?―?
??
????
21
産卵総数
????????? ?????????
産　　卵　　間　　隔
例数　　平均時間　　　最短～最長
44
28
17
　7
20
19
19
28
19
14
52
20
17 : 55～23 : 10
16 : 20～21 : 35
16 : 45～22 : 55
26 : 00～31:35
第１表に１日を24時間以下に短縮した場合の産卵間隔を示した．
　　　　　　　　　　　　n　I日を２４時間以上に延長する実験
　　“産卵に関する仮説"のＡ十α(最大)時間，即ち卵管通過最低所要時間及び卵管終端における最
大滞留許容時間の合計，(約20時間35分十約６時間33分)約27時間８分をもととし，１日の長さを
27時間前後に延長し，期待された如く産卵時刻の変動，及び連産時の産卵間隔か延長されるか否か
につき観察を行なった．
　本実験には下記３群を用いた．
　　Ｌ－Ａ群：りﾖの長さを28時間にする(昼間16時間・夜間12時間)……16-(12)-16-(12):
　　　一週開か実験上６日間になる．
　　Ｌ一Ｂ群：１日長を26.5時間……14.5-(12)-14.5-(12):11日が実験上10日になる．
　　Ｌ－Ｃ群：１日長を26時間……15-(11)-15-(11):13日間が12日間になる．
　　EA　産卵時刻の変動
　全群ともに予想の如く自然日照の時間とは関係なく，早朝，深夜，昼間，夜間を問わず実験上の
日照と密接な関係をもち産卵が起った．なお実験Ｉ ゛（日長短縮）の場合と異り非常に産卵か多く起
り，多数の産卵時刻の記録か得られた．
　以下，各群につき詳述する．
　Ｌ－Ａ群〔16-(12)-16-(12)〕:“仮説”のＡ十αの最大時間27時間８分をこす28時間を実験上
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の１日と設定した．
　実験頭初は12番を用いていたが中途より15番にふやした. 117個産卵中107例の時刻記録を得たが
全卵ともに実験中の暗黒時，即ぢ‘夜間”のしかも゛‘日の出前”約３乃至４時間前に集中的に産卵
し，いわゆる“昼間”に産卵したものは皆無であった．　’
　Ｌ－Ｂ群〔14.5-C12)-14.5-(12)〕:Ｌ－Ａ群に用いた15番の鳥をひきつづき本群に用いたこ
Ｌ－Ａ群の場合，“暗時”に産卵したのは前報文(1963b)にても報じた如くＡ十αの最大値を超え
ている故であろうと考え，更に1.5時間１日長を短かくし26.5時間にて観察を継続した．この26.5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，l　　　i.　1時間は前報(1963 b)にて予報したＡ十αの27時間８分よりは短かい故，産卵は明時（“昼間”）に
誘起されるであろうと期待したが，本Ｌ－Ｂ群の総産卵202例中，巣外産卵23例を除いた179産卵例
もこれまたＬ－Ａ群の場合よりも更に規則正しく周期的に“日の出前”約2.5乃至1.5時間の暗黒時
の，極めて巾狭き時間帯内で産卵した．本観察継続中は次回の産卵時刻か予測出来，当日の産卵は
産卵時刻記録装置の短時間監視中に全卵が産み落される状態であった．
　いま周期的に全卵ともに“日の出直前”の一定の時間巾内で産卵する故，観察中間で２回“日の
出時刻”をＳ時間繰り上げ，次卵産卵予想時刻（本来ならば未だ暗黒中の時刻）には既に明るくな
る如く，日の出周期を移動させた．この場合，“日の出移動”当日のみは予測の如く明時，即ち実
験的“早朝”に産卵した．予想においては全鳥とも周期変動の結果，翌日からも“日の出後”産卵
が起るものと期待したが，再び全鳥とも以前と等しく暗時産卵を継続した．
　Ｌ－Ｃ群〔14.5-(11.5)-14.5-(11.5)〕:　本群12番は更に１日長を短縮し26時間とした.76産
卵の記録が得られ，一部ぱ“日の出直前”に産卵したものヽもあったか大多数は正常産卵の場合の如
く　゛‘日の出”後約30分～１時間で産卵が認められた．
　以上３群の実験結果より，前報(1963 a,b)の如く散発的に１日長を延長するのみでなく連続的
に１日長を延長しても，正常時よりも延長された一定間隔で自然時の昼間・夜間とは無関係に産卵
の誘起されることが判明した．
HB　産卵間隔の変勁
　産卵時刻か．延長された連日の“日の出時刻"に関係のあることか明らかとなったか，この場
合，延長された産卵間隔か実験的１日長と如何なる関係をもつかを測定観察した／
　Ｌ－Ａ群〔16-(12)-16-(12)〕:107産卵記録例のうち27連産間隔記録例が得られたが，本実験
の場合多卵連産例は極めて少なく，４個連産１例，３個連産３例，２個連産は18例で，他はすべて
単一卵産卵であった．最大産卵間隔29時間30分，最短間隔26時間45分，大多数のものは27時間50分
～28時間35分の間に集中し全平均間隔は約28時間８分であり，１日長28時間に支配されているもの
と考えられる．
　Ｌ－Ｂ群〔14.5-(12)-14.5-(12)〕:72例の産卵間隔記録が得られ，うち６連産１例，４連産
４例，３連産13例，他は２連産であった．最大間隔30時間10分，最小間隔25時間10分，大多数の例
は26時間５分～27時間15分の間に集中し，平均時間は約26時間34分であった．
　Ｌ－Ｃ群〔15－(11)－15－(Ｈ)〕:76産卵例中41連産例が得られた．本群は前述の如く　'‘日の出
後”に産卵が起り産卵周期も他の２群と比較して正確でおり，全平均約26時57分となり，殆ど全産
卵間隔が26時間35分～27時間15分の時間巾内にf集中した／なおＬ－Ａ，Ｌ－Ｂ群においては単―卵
の産卵か多かったか，本群は連産例が多く，５連産３例，４逐産３例，３連産６例，２連産８例で
あった．
　第２表に本実験群の結果を総括表示した．
ジュウシマツの産卵に及ぼす外因I＼'　（増田）
－　一一一一
第２表　１日長を連続延長した場合の産卵間隔の変動
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実験群
１
日　長
(時間)
産卵総数
産　　卵　　間　　隔
例数　　平均時間　　　最短～最長
L-A
L-B
L-C
　　16-(12)-16-(12)
　　14. 5-(12)-14. 5-(12)
14. 5-(11.5M4. 5-01.5)
28
26.5
26
実験鳥
(番)
-
　15
　15
　12
????????‐?? ??????????? ??
???
?????????
?
???
26 57
26 : 45～29 : 30
25 : 10～30 : 10
26 : 00～27 : 25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　　　　　議
　連続的に１日長を延長あるいは短縮した場合，産卵時刻も.実験上の“昼夜”により支配されて決
定されることか明白となり，時間的に午前・午後を問わず産卵が誘発された．それと同時に連産時
の産卵間隔が，Ｓ－Ｄ群の如き特殊例を除いて他の群すべては実験的に設定された１日長に極めて
近い時間値を示した．換言すれば日長が短かくなれば連産間隔も短縮し，また日長時間が延長され
れば産卵の間隔もそれに応じて延びる結果を示した．
　いま，２卵以上連続産卵した場合の産卵時刻及び連産間隔について考察をすすめてみる．
　Ｓ－Ｄ群が１日長を10－（8）－10－（8），18時間にされた場合，“産卵の仮説”のＡ時間（約20時
間35分）毎に産卵かおるものと考え１日長を決定したが，結果は予期に反し産卵間隔が約28時間20
分となり，あたかもＬ一Ａ群の間隔約28時間８分と近似の値を示した．これについては以下の如く
考えられるj
１［コ
２［コ
????
??
４［ニコレ
ｊ　　　　　ｌ碁
?? [二]
??
３　□］凸　　　　　　ｉ
　　　　秦２　　　　　　　　參　　母
１　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　２
　　　　　　１ヽＡ　　　　－」（１
?????
[コ
[コ
第１図　本図においては，１は自然日長の場合，２は１日長短縮実験Ｓ－Ｄ群，３は！
　日長延長実験Ｌ－Ａ群の産卵を模式的に示した．
　なお●は産卵，０は排卵，苓は産卵可能最短時間，［二］は暗黒時（いわゆる夜間）を
　示す．また１，２は第１卵，第２卵を示した．
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　第１図Ａにおいて自然日長条件〔12-(12)〕の場合ぱ日の出”後第１卵（●①）が産卵され，
一定時間後次産予定卵（０②）が排卵される．このひ②卵は卵管内を通過中“夜間”となり，“日
の出”以前にＡ時間をすぎα時間に入る．第ｎ日目朝の光線刺戟により産卵準備完了の②卵は●②
にて産卵される．
　いま同図Ｂの本報文Ｓ－Ｄ群は，排卵された０②卵は卵管内通過中にイ夜間”に入り次のノ日の
出”を迎える．光線刺戟が第ｎ日の“日の出”時に与えられるがＡ時間か未だ経過しておらず, Xa
においては産卵されない．Ａ時間後の晋②においてはじめて産卵可能となるが，そのまま再度“夜
間”に入り，第Ⅲ日の“日の出時刻”ｘｂに到らぬうちにＡ十α時間か経過じ夜間”の華②にお
いて第２卵の産卵が起ったものと考えられ，これはあたかも図Ｃ（Ｌ－Ａ群）の場合とほぽ同様と
思われる．
　ここで問題となるのは，図ＢにおいてＡ時間（卵管通過の最低所要時間）経過後未だ“昼間”の
明時でありながら，何故産卵が起らず再び“夜間”まで産卵か持ち越されたかである．
　１例をあげると，Ｓ－Ｄ群５Ｒの産卵は下記の如くである．
　　5:00
㎜
　m
8:15
15:00　　　　　　　　23:00
　㎜
9:00　　　　　　　　17:00
　‾¬７一一
　　　　12:30　　　　　　　　　（4:50）　　　　　12:30
A（20:35）　　　　　　」…………バ7:40）……………|
　第１卵をi‘第１日日の出後”の８時15分産卵，第=2卵は｀‘第皿日深夜”の12時30分産卵（間隔は
28時間15分）．第２卵ぱ第ｎ日昼間”の４時50分頃以降になれば産卵可能であるはずが“深夜”
12時30分に産卵した．
　これより考えると，産卵刺戟となる光ぱ明一暗”の周期性をもっものでなければならぬのでは
なかろうかと推察される．本例において４時50分頃に産卵させるための刺戟は５時間50分以前の23
時に与えられたことになり，刺戟後長時間経過した場合には，もはやそれは産卵刺戟とならぬので
はないかと考えられる．
　著者（未発表）の観察によると，連日点灯飼育したジュウシマツば‘昼間”のみで“夜間”が無
いが，この場合産卵時刻は勿論極めて不規則に混乱させられるのみでなく，産卵数か著しく減少し，
実験を長期間継続した際には完全に産卵が停止する．しかるにこれらの実験鳥を“明一暗”の状態，
即ぢ昼夜”変化のある環境に移すことにより再び産卵を正常の如く開始した．この事実はジュウ
シマツの産卵に対しで明一暗”の周期性が必要であることを示す１例証であると考える．
ジュウシマツの産卵･間隔の変動範囲
　著者(1963 b）がさきに提起したジュウシマツの産卵間隔に関する仮説，Ａ十α時間のＡ及びα
（最大）は何時間であるかを再びここで論ずる．前報までの結果は，
　　　　Ａ…………20時間35分
　　　　α（最大）…６時間33分　　であったが，更に新しい記録をもととして算定しなおした．
　　　　Ａ…………平均約20時間27分
　　　　Ａ十α……平均約27時間３分
この結果より，
　　　　α（最大）･‥平均約６時間36分
となった．
ジュウシマツ町劃卵にＪ旦ｊtＪ｣1しJL_り郵込
　　　　　　　要　　　　約
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　ジュウシマツＵｒｏｌｏｎｃｈａｄｏｉｎｅｓtｉｃａを実験材料に用い，連続的に１日長を延長あるいは短縮
し，それぞれの場合の産卵時刻の変動及び連産時の産卵間隔を測定した．
　１．１日の長さを24時間よりも短縮し21～18時間にした場合，それぞれの産卵時刻は実験上の
　丿’日長”に支配され，自然日長の午前・午後には無関係であり，またその場合の連産間隔は平均
約19時間～20時間であり／丿日長”に応じて短縮した.
　2.また１日長を正常よりも延長し26～28時間にした場合，日長短縮時と同様自由な時刻に産卵
させることが可能であった．産卵間隔もまた平均約26.5～28時間と延長した.
　3.著者(1963)の提起しだ産卵間隔の変勁”に関する仮説の　Ａ……gβ管内通過に要する最
低所要時間及びα……jl9管終端部における滞留許容時間を再度計測し
　　　　Ａ……………20時間27分
　　　　α（最大）･‥６時間36分
であることを知った．
1｡増田
??????
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Influenced　on　Oviposition　in
Ｕｒｏｌｏ、ｉｃｈａｄｏｍ(?､ｓtｉｃｏ　卜　｀
On the changes　in laying-time　and laying　interval
　　when “day-length” is prolonged or shortened
　　　　　　　　　　Akira　Masuda
(Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｌａｂｏｒａtｏｒｙ， Ｅｄttｃａtｉｏｎ Ｆａｃｉｌｉtｙ， Ｋｏｃｈt Ｕｎｉｔ＾ｅｒｓitｙ)
Outer Environment
　　　the Bengalees,
　When day-length was reduced into 21 to 18 hours　(short･short experiment), or prolonged
into 26 to 28 hours "(long-long experiment), the time of oviposition was altered irregularly,
having no connection with natural sunlight, and it had close relation to the “experimental
daｙ･length" in the ｂｅｉｉｇａ＼ｅｅｓ．　JJｒｏｌｏｎｃｈａｄｏｍｅｓtｉｃａ.
　The eggs were laid at　the “experimental　dawn” in the “short-short”，experiment, so the
laying interval was reduced to about 19 to 20 hours on an average.　　　　　　　　　　/
　In the “long-long" experiment, the birds laid their second egg after 26. 5 to 28 hours from
the oviposition of the first one.
　Concluding from the obtained data in the previous report (1963) and the present one! the
author calculated on Ａ and αof the hypothesis on “the laying interval of the bengalees.
　　　　　Ａ…………………20h:27m
　　　　　α（ｍａχimum)…　6h:36m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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